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戦
争
法
案
を
め
ぐ
る
情
勢
が
緊
迫

し
た
段
階
を
迎
え
て
い
る
。
政
府

は
、
衆
議
院
特
別
委
員
会
で
の
審

議
を
七
月
十
三
日
の
中
央
公
聴
会

後
に
打
ち
切
り
、
十
五
日
に
も
与

党
だ
け
の
委
員
会
強
行
採
決
、
翌

十
六
日
の
本
会
議
採
決
＝
衆
議
院

通
過
の
腹
を
か
た
め
た
。
国
会
内

外
で
五
月
二
十
六
日
の
審
議
入
り

以
降
、こ
の
法
案
の
デ
タ
ラ
メ
さ
、

論
理
構
造
の
矛
盾
が
次
つ
ぎ
と
暴

露
さ
れ
、
違
憲
立
法
＝
戦
争
遂
行

立
法
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

世
論
調
査
で
も
、
政
府
与
党
の
法

案
の
説
明
が
「
不
十
分
だ
」
が
八

一
％
、「
十
分
だ
」
が
一
〇
％
。

「
日
数
の
面
で
も
内
容
の
面
で
も

採
決
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
」

（
二
階
政
務
会
長
）
な
ど
と
言
え

る
審
議
状
況
で
は
ま
っ
た
く
な

い
。
し
か
し
安
倍
政
権
は
、
六
月

二
十
二
日
に
は
戦
後
最
長
・
九
五

日
間
の
会
期
延
長
決
定
と
い
う
暴

挙
を
強
行
し
、
世
論
の
不
信
・
反

発
を
押
さ
え
こ
み
、
何
と
し
て
も

今
国
会
で
成
立
さ
せ
よ
う
と
い
う

魂
胆
だ
。
官
房
長
官
の
菅
は
、

「
い
つ
ま
で
も
ダ
ラ
ダ
ラ
と
や
っ

て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と

言
い
放
っ
て
い
る
（
七
月
十
四

日
）。わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
安
倍

自
公
政
権
の
傍
若
無
人
な
行
な
い

を
断
じ
て
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
間
、
戦
争
法
案
反
対
に
起
つ

人
び
と
が
増
大
し
て
い
る
。

横
浜
で
行
な
わ
れ
た
５
・
３
憲
法

集
会
に
三
万
人
、
六
月
二
十
四
日

の
戦
争
さ
せ
な
い
・
九
条
壊
す

な
！
　
総
が
か
り
行
動
の
国
会
包

囲
行
動
に
も
三
万
人
が
結
集
。
国

会
周
辺
で
は
、
連
日
の
よ
う
に
座

り
込
み
等
の
抗
議
行
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
し
、
全
国
各
地
で
集
会

や
デ
モ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
一
端
を
挙
げ
れ
ば
、

・
労
働
者
・
労
働
組
合
が
中
心
の

戦
争
へ
の
道
を
ゆ
る
さ
な
い
６
・

23
東
京
集
会
に
二
五
〇
〇
名
。

・
日
弁
連
は
役
員
全
員
一
致
で
法

案
を
違
憲
と
す
る
意
見
書
を
採

択
、全
国
の
弁
護
士
会
が
地
元
で

集
会
や
デ
モ
、街
頭
宣
伝
を
展
開
。

・「
安
全
保
障
関
連
法
案
に
反
対

す
る
学
者
の
会
」
の
ア
ピ
ー
ル
に

は
、
九
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
学

者
・
研
究
者
が
賛
同
。

・
学
生
や
若
者
が
各
地
で
反
対
運

動
の
前
面
に
登
場
し
、
七
月
十
日

の
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
（
自
由
と
民
主

主
義
の
た
め
の
学
生
緊
急
行
動
）

が
呼
び
か
け
た
国
会
行
動
に
は
一

万
五
〇
〇
〇
人
が
集
ま
っ
た
。
学

生
の
起
ち
あ
が
り
は
重
要
だ
。

こ
の
ほ
か
地
方
議
会
で
も
、
法
案

反
対
や
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見

書
が
続
々
と
採
択
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
動
き
の
根

底
に
、安
倍
ら
の
言
う「『
取
り
戻

す
日
本
』
の
な
か
に
沖
縄
は
入
っ

て
い
る
の
か
」と
痛
烈
に
批
判
し
、

戦
争
政
策
に
は
決
し
て
手
を
貸
さ

な
い
と
い
う
、
沖
縄
県
民
の
徹
底

し
た
反
戦
・
反
基
地
の
声
が
鳴
り

響
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
動
き
に
対
し

て
す
ら
安
倍
政
権
は
、「
全
く
問

題
な
い
」
と
い
っ
た
態
度
を
と
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
か
れ
ら
が
職
場

生
産
点
、教
育
現
場
、マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
お
お
む
ね
盤
石
に
支
配
し
、

抑
え
込
ん
で
い
る
と
い
う
自
信
か

ら
く
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

い
ま
、
わ
た
し
た
ち
は
力
の
限
り

に
戦
争
法
案
成
立
に
抗
し
な
が
ら

も
、
こ
の
冷
厳
な
彼
我
の
根
本
的

な
力
関
係
を
見
据
え
な
い
わ
け
に

い
か
な
い
。
そ
こ
に
こ
そ
、
闘
い

の
展
望
も
希
望
も
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
、
と
考
え
る
。

「
負
け
な
い
秘
訣
は
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
」。
沖
縄
・
辺
野
古
の
テ

ン
ト
に
掲
げ
ら
れ
た
言
葉
を
想
起

す
る
。
そ
の
言
葉
を
体
現
す
る
沖

縄
の
人
び
と
の
闘
い
の
勁つ
よ

さ
―
―

国
家
権
力
と
の
全
面
的
対
峙
、
歴

史
認
識
の
共
有
化
、
運
動
現
場
で

の
大
衆
的
な
討
議
の
あ
り
か
た
な

ど
―
―
に
学
び
な
が
ら
、
こ
の
現

実
を
闘
い
ぬ
こ
う
。

い
ま
の
闘
い
を
一
過
性
の
も
の
に

し
な
い
た
め
に
、
安
倍
政
権
を
代

弁
人
と
し
た
独
占
資
本
・
支
配
層

の
攻
撃
と
闘
い
つ
づ
け
る
こ
と
、

そ
の
攻
撃
の
本
質
・
全
体
像
を
階

級
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
わ
た
し

た
ち
自
身
を
鍛
え
る
は
ず
だ
。

い
ま
、
わ
た
し
た
ち
は
確
信
す

る
。
職
場
生
産
点
、
学
園
、
地
域

と
い
っ
た
み
ず
か
ら
の
足
場
で
、

隣
人
と
現
在
の
危
機
状
況
を
共
有

化
し
、
運
動
を
つ
く
る
こ
と
。
足

場
の
変
革
と
反
戦
運
動
を
つ
な
ぐ

こ
と
こ
そ
が
、
ど
ん
な
に
迂
遠
に

見
え
よ
う
と
も
闘
い
を
前
進
さ
せ

る
道
で
あ
る
と
。

︿
活
動
家
集
団  

思
想
運
動
﹀
常

任
運
営
委
員
会

「
新
聞
な
き
政
府
か
、
政
府
な
き

新
聞
か
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
と
問

わ
れ
た
ら
、
わ
た
し
は
た
め
ら
わ

ず
後
者
を
と
る
だ
ろ
う
」
―
―
ア

メ
リ
カ
独
立
宣
言
を
起
草
し
た
第

三
代
米
大
統
領
ト
ー
マ
ス
‐
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
の
有
名
な
言
葉
だ
。

「
言
論
・
報
道
の
自
由
」
を
め
ぐ

る
二
百
年
以
上
も
前
の
至
言
と
比

べ
る
の
も
た
め
ら
わ
れ
る
が
、
現

代
日
本
の
与
党
政
治
家
た
ち
の
あ

ま
り
の
不
見
識
、
レ
ベ
ル
の
低
さ

に
頭
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
。

六
月
二
十
五
日
、
安
倍
晋
三
首
相

の
親
衛
隊
も
ど
き
の
自
民
党
若
手

議
員
「
文
化
芸
術
懇
話
会
」
で
議

員
・
講
師
の
口
か
ら
次
々
と
出
た

報
道
威
圧
・
沖
縄
侮
辱
の
暴
言
。

「
マ
ス
コ
ミ
を
懲
ら
し
め
る
に
は
、

広
告
料
収
入
が
な
く
な
る
の
が
い

ち
ば
ん
だ
。
経
団
連
な
ど
に
働
き

か
け
て
ほ
し
い
」

「
先
生
な
ら
、
沖
縄
の
ゆ
が
ん
だ

世
論
を
正
し
い
方
向
に
持
っ
て
い

く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
か
」

「
沖
縄
の
二
つ
の
新
聞
社
は
、
絶

対
に
つ
ぶ
さ
な
あ
か
ん
」

「（
米
軍
普
天
間
飛
行
場
は
）
も
と

も
と
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
っ
た
。
基

地
の
周
り
が
商
売
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
人
が
住
み
だ
し
、
今
や
街

の
真
ん
中
に
基
地
が
あ
る
」

「
米
兵
が
犯
し
た
レ
イ
プ
犯
罪
よ

り
、
沖
縄
人
が
起
こ
し
た
レ
イ
プ

の
方
が
、
は
る
か
に
率
が
高
い
」

前
二
つ
が
議
員
、
後
の
三
つ
が
百

田
尚
樹
氏
の
発
言
だ
。こ
れ
が「
文

化
芸
術
」に
関
す
る
懇
話
会
と
い

う
の
だ
か
ら
、
あ
き
れ
果
て
る
。

安
倍
首
相
は
二
十
六
日
、
こ
れ
ら

の
暴
言
・
妄
言
を
国
会
で
追
及
さ

れ
、「
私
的
な
勉
強
会
。
言
論
の

自
由
は
民
主
主
義
の
根
幹
を
な

す
」
な
ど
と
擁
護
し
た
。
政
治
家

の
暴
言
も
「
言
論
の
自
由
」
か
？

し
か
し
、「
つ
ぶ
す
」
と
言
わ
れ

た
『
琉
球
新
報
』『
沖
縄
タ
イ
ム

ス
』
の
二
紙
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国

紙
・
地
方
紙
各
紙
、
安
倍
政
権
の

広
報
紙
と
化
し
た
『
読
売
新
聞
』

さ
え
も
、《
看
過
で
き
な
い
「
報

道
規
制
」
発
言
》（
二
十
七
日
付

社
説
）
と
批
判
。
戦
争
法
制
を
審

議
中
の
衆
院
・
安
保
特
別
委
員
会

の
審
議
に
も
支
障
が
出
、
首
相
は

七
月
三
日
の
同
特
別
委
で
「
最
終

的
な
責
任
は
私
に
あ
る
。
心
か
ら

お
詫
び
し
た
い
」
と
、
し
ぶ
し
ぶ

陳
謝
し
た
。

だ
が
、
今
回
の
暴
言
騒
動
は
偶
発

的
な
も
の
で
は
な
い
。
二
〇
一
二

年
十
二
月
の
政
権
奪
還
以
来
、
安

倍
自
民
党
が
展
開
し
て
き
た
以
下

の
「
メ
デ
ィ
ア
統
制
戦
略
」
の
延

長
上
に
今
回
の
暴
言
が
あ
る
。

第
一
に
、
昨
年
八
月
の
『
朝
日
新

聞
』の「
慰
安
婦
」報
道
検
証
を
め

ぐ
る
「
朝
日
バ
ッ
シ
ン
グ
」。
そ

の
発
端
は
二
〇
一
二
年
十
一
月
、

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
主
催
の
党
首
討

論
会
で
の
安
倍
発
言
だ
っ
た
。

「
朝
日
新
聞
の
誤
報
に
よ
る
吉
田

清
治
と
い
う
詐
欺
師
の
よ
う
な
男

が
作
っ
た
本
が
、
ま
る
で
事
実
の

よ
う
に
日
本
中
に
伝
わ
っ
て
問
題

が
大
き
く
な
っ
た
」
と
い
う
安
倍

発
言
を
き
っ
か
け
に
『
週
刊
文

春
』
や
『
産
経
新
聞
』
な
ど
が

『
朝
日
』
攻
撃
を
始
め
、
事
実
上

そ
れ
に
『
朝
日
』
が
屈
し
た
の
が

「
慰
安
婦
」
報
道
検
証
だ
っ
た
。

朝
日
バ
ッ
シ
ン
グ
は
、「
慰
安
婦

問
題
」
を
「
な
か
っ
た
こ
と
」
に

し
た
い
安
倍
首
相
ら
の
世
論
工
作

で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
・
記
者
た
ち

に
「
慰
安
婦
問
題
」
報
道
を
タ
ブ

ー
に
さ
せ
る
「
萎
縮
効
果
」
を
も

た
ら
し
た
。

第
二
に
、「
戦
争
す
る
国
」
作
り

の
露
払
い
と
し
て
二
〇
一
三
年

末
、
強
行
成
立
さ
せ
た
「
秘
密
保

護
法
」。
こ
れ
が
言
論
の
自
由
・

知
る
権
利
を
侵
害
し
、
メ
デ
ィ
ア

と
記
者
、
市
民
運
動
を
萎
縮
さ
せ

る
稀
代
の
悪
法
、
現
代
版
軍
機
保

護
法
・
治
安
維
持
法
で
あ
る
こ
と

は
、
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
だ

ろ
う
。

第
三
に
、
ア
メ
と
ム
チ
の
メ
デ
ィ

ア
対
応
。
政
権
奪
回
後
、
安
倍
首

相
は
大
手
メ
デ
ィ
ア
幹
部
に
「
接

待
攻
勢
」
を
か
け
て
き
た
。
政
局

の
節
目
ご
と
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
の

会
長
・
社
長
を
会
食
に
招
き
、
接

待
の
順
番
・
回
数
で
メ
デ
ィ
ア
の

選
別
支
配
を
図
っ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
に
対
し
て
は
二
〇
一
三
年

十
一
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
経
営
委
員
を

百
田
氏
ら
「
安
倍
一
族
」
で
固

め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
乗
っ
取
っ
た
。
そ

の
一
方
、
昨
年
末
の
総
選
挙
で
は

Ｔ
Ｂ
Ｓ
や
テ
レ
ビ
朝
日
の
選
挙
報

道
に
介
入
、
攻
撃
。
今
年
四
月
に

も
自
民
党
が
テ
レ
ビ
朝
日
の
幹
部

ら
を
呼
び
出
し
、「
聴
取
」
す
る

な
ど
、「
ム
チ
」
を
振
る
っ
て
き

た
。
　

こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
統
制
の
根
源

に
あ
る
の
が
、「
言
論
の
自
由
」

に
対
す
る
安
倍
首
相
ら
の
考
え
方

だ
。
自
民
党
の
二
〇
一
二
年
版
改

憲
草
案
は
、
憲
法
二
一
条
の
言

論
・
表
現
の
自
由
に
「
公
益
及
び

公
の
秩
序
を
害
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
活
動
を
行
な
い
、
並
び
に

そ
れ
を
目
的
と
し
て
結
社
す
る
こ

と
は
、
認
め
ら
れ
な
い
」
と
条
件

を
付
け
た
。
報
道
内
容
が
「
公

益
・
公
の
秩
序
」
に
反
す
る
か
ど

う
か
を
決
め
る
の
は
警
察
権
力
。

ま
さ
に
言
論
・
報
道
の
国
家
統
制

支
配
だ
。

こ
れ
が
自
民
党
の「
言
論
の
自
由
」

観
で
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
思
う

よ
う
に
な
ら
な
い
沖
縄
の
新
聞
を

つ
ぶ
せ
と
い
う
の
は
、
首
相
自
身

の
ホ
ン
ネ
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

「
普
天
間
」
を
め
ぐ
っ
て
許
し
難

い
暴
言
を
吐
き
、
無
知
と
無
恥
を

さ
ら
け
出
し
た
百
田
氏
は
、
首
相

の
働
き
か
け
で
対
談
本
『
日
本

よ
、
世
界
の
真
ん
中
で
咲
き
誇

れ
』（
ワ
ッ
ク
）
を
出
し
た
「
盟

友
」
だ
。
こ
の
本
で
首
相
は
靖
国

参
拝
の
決
意
も
披
露
し
た
。
安
倍

親
衛
隊
が
彼
を
講
師
に
呼
ん
で

「
勉
強
」
し
よ
う
と
し
た
の
も
、

案
外
首
相
の
口
利
き
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

「
勉
強
会
」
二
日
前
の
二
十
三
日
、

沖
縄
は
戦
後
七
〇
年
目
の
「
慰
霊

の
日
」
を
迎
え
た
。
安
倍
首
相
は

沖
縄
戦
全
戦
没
者
追
悼
式
で
、

「
今
後
も
引
き
続
き
、
沖
縄
の
基

地
負
担
軽
減
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
白
々
し
く
言
っ

た
。
県
民
の「
Ｎ
Ｏ
」の
声
を
無
視

し
、
暴
力
的
に「
粛
々
と
」進
め
る

「
辺
野
古
新
基
地
」
に
は
一
言
も

触
れ
ず
…
…
。会
場
か
ら「
帰
れ
」

の
声
が
飛
ん
だ
の
は
当
然
だ
。

戦
争
法
案
の
強
行
採
決
を
許
す
な
！

沖
縄
の
闘
い
と
と
も
に
平
和
の
道
を
歩
も
う

暴
言
の
元
凶
は
安
倍
首
相

「
報
道
威
圧
・
沖
縄
侮
辱
」発
言
の
背
景

山
口
正
紀（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

「
生
活
で
き
る
賃
金
を
よ
こ
せ
！
」（
ス
ト
ラ
イ
キ
に
決
起
す
る
東
部
労
組
全
溶
支
部
の
労
働
者
た
ち
。

写
真
は
七
月
十
日
第
二
波
ス
ト
。関
連
記
事
三
面
。撮
影
＝
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｙ
ａ
）

★
緊
急
国
会
前
行
動
＝
７
月
₁₅
日
㈬
〜
₁₆
日
㈭　

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
前

　

両
日
と
も
９
時
半
〜
₁₇
時
半 

主
催
＝
「
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！ 

緊
急
国
会
前
行
動
実
行
委
員
会
」

★
東
京
・
日
比
谷
野
音
集
会
と
デ
モ
＝
① 

７
月
₁₄
日
㈫
／
② 

７
月
₂₈
日
㈫

両
日
と
も
₁₈
時
半
開
会 

主
催
＝
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！ 

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」

★
戦
争
法
案
反
対
！ 

国
会
包
囲
行
動
＝
７
月
₂₆
日
㈰
₁₄
時
〜
₁₅
時
半

　

国
会
議
事
堂
周
辺�

主
催
＝
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！ 

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」

国会包囲行動に結集を


